










A Statistical Observation of Crown and Bridge in 1989 
Part1 Crown
FUMlSHIRO YANAGIDA SIGERU KOSAKA SOHICHIRO TSUCHIYA


























































































調査年 20歳未満 20歳代30歳代 40歳代 50歳代 60歳代70歳代 80歳以上 計
性





































































































































































































































































































































































































































































































































調査年 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代50歳代 60歳代70歳代 80歳以上 計
支台歯
の状態



















































































































































































































































調査年 20歳未満 20歳代30歳代 40歳代 50歳代60歳代 70歳代 80歳以上計
、種類
全部鋳造冠 平元 11 53 80 78 57 40 8 2 329
（ 1．3） （　6．3） （　9．5）（ 9．3） （ 6．8） （ 4．8） （ 1．0） （　0．2） （ 39．2）
昭63 2 34 86 81 75 65 8 351
（ 0．3）（　4．7）（11．9）（ 11．2）（ 10．3）（ 9．0） （ 1．1） （ 48．4）
前装冠 平元 12 74 44 32 33 38． 3 236
（ 1．4） （　8．8） （　5．2）（ 3．8） （ 3．9） （ 4．5） （ 0．4） （ 28．1）
昭63 3 14 40 22 31 19 3 132
（ 0．4）（　1．9） （　5．5）（ 3．0） （ 4．3）（ 2．6） （ 0．4） （ 18．2）
既製陶歯前装冠 平元 3 3
（ 0．4） （ 0．4）
昭63
レジン前装冠 平元 2 3 7 13 8 12 45
（ 0．2） （　0．4） （　0．8）（ 1．5） （ 1．0） （ 1．4） （ 5．4）
昭63 2 8 4 6 7 27
（ 0．3） （　1．1）（ 0．6） （ 0．8） （ 1．0） （ 3．7）
陶材溶着鋳造冠 平元 10 71 37 19 22 26 3 188
（ 1．2） （　8．5） （　4．4）（ 2．3） （ 2．6） （ 3．1） （ 0．4） （ 22．4）
昭63 1 14 32 18 25 12 3 105
（ 0．1）（　1．9） （　4．4）（ 2．5） （ 3．4） （ 1．7） （ 0．4） （ 14．5）
ジャケット冠 平元 6 2 12 18 24 29 7 98
（ 0．7） （　0．2） （　1．4）（ 2．1） （ 2．9） （ 3．5） （ 0．8） （ 1L7）
昭63 1 6 13 10 17 24 2 73
（ 0．1） （　0．8） （　1．8）（ 1．4） （ 2．3） （ 3．3） （ 0。3） （ 10．1）
レジン 平元 6 2 12 18 23 29 7 97
ジャケット冠 （ 0．7） （　0．2） （　1．4）（ 2．1） （ 2．7） （ 3．5） （ 0．8） （ 11．6）
昭63 1 6 13 8 17 24 2 71
（ 0．1）（　0．8）（　1．8）（ 1．1） （ 2．3） （ 3．3） （ 0．3） （ 9．8）
ポーセレン 平元 1 1
ジャケット冠 （ 0．1） （ 0．1）
昭63 2 2
（ 0．3） （ 0．3）
継続歯 平元 1 2 1 1 1 6
（　0．1） （ 0．2） （ 0．1） （ 0．1） （ 0．1） （ 0．7）
昭63 2 2
（ 0．3） （ 0．3）
一部被覆冠 平元 11 69 29 26 18 17 170
（ 1．3） （　8．2）（　3．5） （ 3．1） （ 2．1） （ 2．0） （ 20．3）
昭63 18 58 33 30 16 12 167
（ 2．5）（　8．0） （　4．6）（ 4．1） （ 2．2）（ 1．7） （ 23．0）











































8－616－8 十8 3十3 54145 8十8 8十8調査年 3十3 54145 8－616－
種類
8十8
全部鋳造冠 平元 59 92 151 75 103 178 329
（ 7．0） （11．0）（ 18．0） （ 8．9） （12．3）（ 21．2）（ 39．2）
昭63 1 60 103 164 77 110 187351
（ 0．1） （ 8．3）（14．2）（ 22．6） （ 10．6）（15．2）（ 25．8）（ 48．4）
前装冠 平元 140 30 6 176 38 15 7 60 236
（ 16．7）（ 3．6） （　0．7） （ 21．0）（ 4．5） （ 1．8） （　0．8） （ 7．2） （ 28．1）
昭63 95 15 2 112 10 6 4 20 132
（ 13．1）（ 2．1） （　0．2）（ 22．5）（ 0．8） （ 1．2） （　0．4）（ 2．5） （ 24．9）
既製陶歯前装冠 平元 2 1 3 3
（ 0．2） （ 0．1） （ 0．4） （ 0．4）
昭63
レジン前装冠 平元 20 7 1 28 12 5 17 45
（ 2．4） （ 0．8） （　0．1） （ 3．3） （ 1．4） （ 0．6） （ 2．0） （ 5．4）
昭63 15 5 20 7 7 27
（ 2．1） （ 0．7） （ 2．8） （ 1．0） （ 1．0） （ 3．7）
陶材溶着鋳造冠 平元 118 22 5 145 26 10 7 43 188
（ 14．1）（ 2．6） （　0．6） （ 17．3）（ 3．1） （ 1．2） （　0．8） （ 5．1） （ 22．4）
昭63 80 10 2 92 3 6 4 13 105
（ 11．0）（ 1．4）（　0．3）（ 12．7）（ 0．4）（ 0．8） （　0．6）（ 1．8） （ 14．5）
ジャケット冠 平元 68 1 69 28 1 29 98
（ 8．1） （ 0．1） （ 8．2） （ 3．3） （ 0．1） （ 3．5） （ 11．7）
昭63 57 57 16 16 73
（ 7．6） （ 7．6） （ 2．2） （ 2．2） （ 9．8）
レジン 平元 68 1 69 27 1 28 97
ジャケット冠 （ 8．1） （ 0．1） （ 8．2） （ 3．2） （ 0．1） （ 3．3） （ 11．6）
昭63 55 57 16 16 71
（ 7．9） （ 7．9） （ 2．2） （ 2．2） （ 10．1）
ポーセレン 平元 1 1 1
ジャケット冠 （ 0．1） （ 0．1） （ 0．1）
昭63 2 2 2
（ 0．3） （ 0．3） （ 0、3）
継続歯 平元 2 1 2 5 1 1 6
（ 0．2） （ 0．1） （　0．2） （ 0．6） （ 0．1） （ 0．1） （ 0．7）
昭63 1 1 1 1 2
（ 0．1） （ 0．1） （ 0．1） （ 0．1） （ 0．3）
一部被覆冠 平元 7 34 39 80 2 33 55 90 170
（ 0．8） （ 4．1） （　4．6） （ 9．5） （ 0．2） （ 3．9） （　6．6） （ 10．7）（ 20．3）
昭63 4 22 56 82 8 23 54 85 167
（ 0．6） （ 3．0）（　7．7）（ 11．3）（ 1．1） （ 3．2）（　7．4） （ 11．7）（ 23．0）















































































































































































































































































コアー 昭63（ 40．8） （
10．2）（ 51．0）
計
平元 （ 260S8．6）（
193
R6．1） （
35
U．5）（
158
Q9．5）（
76
P4．2）（
76
P4．2） （
61．1）（ 535
P00．0）
昭63（ 309U3．9）（
113
R4．0） （
25
P1．1）（
88
Q3．0）（
54
P1．3）（
52
P0．8）（
20．4）
（
40．8）（480
P00．0）
（）　％
平元：平成元年
昭63：昭和63年
180 柳田他：平成元年における冠・架工義歯に関する統計的観察　その1　単独冠
大きいと思われる．
　種類別装着頻度では，構成率からみると63年度
の報告9｝と同様に全部鋳造冠が最も多く，また，一
部被覆冠においては増加傾向を示し，経年的推移
をみても同様の傾向を示した．これは残存歯質に
対する配慮と患者の審美性に対する要求の高まり
が，こうした成績になったものと考えられる．
　支台築造体では，昭和63までの報告1～9）と同様に
キャストコアーが最も高い使用頻度を示した．こ
れは松本歯科大学病院が教育機関としての性格を
もっている以上，支台築造法の基本であるキャス
トUアーの頻度が高いのは容易に理解できるとこ
ろである．
結 論
　松本歯科大学病院補綴診療科に平成元年1月か
ら同年12月までの1ケ年間に来院した患者および
作製，装着された単独冠を中心にその頻度調査を
行ない，以下の結果を得た．
　1．患者総数は479名で，地域別患者構成率では，
昭和63年と比べて，特に大きな変化は，みられな
かった．
　2．性別患者構成率では，女性が55．5％を占め
た．また，年齢階級別構成率では，20歳代から60
歳代までが全体の91．7％を占めた．
　3．単独冠および架工義歯の装着数は，それぞ
れ839個と203装置であった．
　4．単独冠について
　イ）年齢階級別装着頻度では，20歳代が最も多
く，20歳代から60歳代までが全体の92．7％を占め
た．
　ロ）部位別装着頻度では，上顎が下顎を上回り，
歯群別では上顎前歯部が最も多く，下顎前歯部が
最も少なかった。
　ハ）支台装置の種類別装着頻度では，全部鋳造
冠が39．2％と最も多く，次いで前装冠，一部被覆
冠の順であった．
　二）支台歯の生・失活歯別装着頻度では，失活
歯が73．8％を占めた．
　ホ）支台築造体では，キャストコアーが96．4％
を占めた．
　5．昭和63年の報告と比較すると，患者数で69
名（16．8％）多く，単独冠の装着数は114個（15．7％）
の増加がみられた．
　その他の項目については，特に大きな傾向の変
化は認められなかった．
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